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【書初め】 

 年の初めに書初めをしました。お題は自由で、皆さん 

好きな言葉や文字を書いていただきました。 

【百人一首】 

 デイの利用者様みんなで、「百人一首」をしました。 

少し見づらい、聞きづらいと遠慮がちだった皆さんも 

いざ、句読が始まると、真剣なまなざしで元気よく 

「ハイ！」と札を取っていました。 

【まごころの会】 

 １月２０日（水曜日）まごころの会の皆さんが来てくれました。  

利用者のみなさまとも顔なじみになられ、歌謡ショー、艶やかな 

着物やドレスの舞踊も大人気でした。 

アンケート 

デイサービス福慈会をご利用の皆様に聞いてみました。 

年末年始はお家で皆さんゆっくりされたようです。お正月ということもあり、皆さんご馳走を 

堪能したかたも沢山いらっしゃいました。そこで、おせち料理といえば、どんな食べ物を想像 

しますか、聞いてみました。 

一番多かったのは「かまぼこ」、２番目「黒豆」、３番目「数の子」、４番目「ごまめ」 

５番目「伊達巻」でした。 

 ほかにも、「おもち」という声もおおかったです。 

   ニュース和歌山 介護ノートより 回答 副院長 福 昭人先生 

 Ｑ医師が運営する高齢者住宅には、どのような人が入居できるのでしょうか。 

      また、医療や福祉サービスも受けられますか 

Ａ：高齢者住宅は、一般の賃貸住宅と違い、医療や福祉サービスを必要とする方も含め、

すべての高齢者を対象とした施設です。当病院では、ひとり暮らしに不安を感じる高齢者からの依頼を

受け、平成２０年１月隣接する敷地に高齢者専用住宅「福の里」を設立しました。入居者は①医療を必

要とする方②福祉サービスを要する方が多数を占めます。また１階にデイサービス、ヘルパーステーシ

ョンを併設。快適な暮らしのためにスタッフが全面協力させていただいています。さらに、いろいろな

サポートを用意しており、医師のもとで「終の棲家」と思って来ていらっしゃる方も大勢います。また

本年の法律改正で、その居室面積が１８㎡以上など条件がきびしくなり、選択される時には入居費用や

サービス内容は言うまでもなく、運営母体が医療関係か高齢者住宅で存続できるかなど十分に検討され

ることが大切です。 

 

２月の予定 

 節分です。みんなで鬼退治をしましょう。 
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